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石積み工事の現場でマッスルスーツ®を活用！労働
安全衛生対策で重労働による作業員の身体を守る

「まちづくり」「ものづくり」を幅広く手掛ける総合建設業

株式会社ヤマウラは、長野県駒ヶ根市に本社を置く建設事業者です。建築や土木が

中心の事業展開を行っていますが、前身は鉄工所です。そのため、現在もエンジニアリン

グ事業として大型機械装置及び電気制御システム等の製作等を行っています。また、別

の事業としてドライブイン等の経営も行っています。主要部門である建設では、工場等の

大型建築が有名で、駒ヶ根市の主要な建物の建設に携わっています。

3年前より、国土交通省の公共事業で駒ケ根市内の河川敷での土木工事を行ってい

ます。特に堤防作りに使われる“石積み”設計は駒ヶ根市の特性であり、豊富な自然石

と生コンクリートで工事を進めています。

労働安全衛生の観点から、職業病と言われる“腰痛”への対応策を模索

建設業界は、若手の就職が減少し深刻な人手不足だと言われています。その理由は

経済的な点に加え、土木現場での重労働という仕事内容にも関わっています。「作業

員の負荷軽減は労働安全衛生上、管理者として対策を考える必要がありました。そん

な時にマッスルスーツ®と出会い、トライアル利用をスタートすることになりました。(工事長

竹内氏)」

約7年前、開発者である小林教授から製品の説明を受けたことがきっかけで興味を抱

いたものの、当時はコンプレッサーが必要だったため屋外で利用できないという判断になっ

たといいます。しかし、空気圧の調整が自由にでき、歩き回れるタイプのスタンドアロンモデ

ルが発売されると、石積みの現場でトライアル利用を開始しました。「現在は、3,4か月に

1度の河川敷での石積み工事で、マッスルスーツ®を使用しています。今回の現場は6

名チームでそのうち2名の作業員に装着して業務にあたってもらっています。(工事課長
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（長野県駒ヶ根市）
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主な営業内容：建築・土木の企画設計・施工、開発事業、

エンジニアリング事業 等
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「石積みは機械化のできない大切な工程ですが、連続した中腰姿勢や持
ち上げ作業で身体の負担が大きいです。職人も高齢化が進んでいるため、
マッスルスーツ®を使用して彼らが長く働けるようにしたいです。」
株式会社ヤマウラ 土木支店 工事長 竹内 孝広 氏

機械化できない石積み工事

河川敷での土木工事では、1日中連続

した作業が続き、平均15kg (時には

20kgを超えるのも) の石の持ち上げ下

げや運搬が伴います。限られた時間の中、

約60度の斜面で200mの区間を石造

りの堤防として完成させる必要があるた

め、作業中の負担は高い状態が続きま

す。現在の作業は6名チームで、重機で

運ばれてきた石を並べる作業を行ってい

る2名がマッスルスーツ®を装着しています。

ヤマウラでは、マッスルスーツ®の効果を期

待し、メーカー側がよりよい改良を行うた

め使用状況などのフィードバックを行うよう

にしています。「マッスルスーツ®を装着する

と、作業に軽さを感じるという声はあがって

います。同時に、多岐にわたる動作での

利用では自分に合った使い方をまだ見出

していない作業員も中にはいます。人材

不足や高齢化は建設業界の大きな課

題のひとつです。労働安全衛生を考える

立場として、作業員の身体を守り働きや

すい環境づくりを行っていくことは、人材不

足への対策として重要です。マッスルスー

ツ®の今後にも期待しています。(工事長

竹内氏)」

人材不足や高齢化への対策に
今後も効果を期待

基 本 情 報

使用モデル スタンドアローン(F/Sサイズ）
ソフトフィット

導入時期 2015年x月

台数 2台

主な使用
シーン

石積み工事での石の持ち上
げ下げ/運搬

時間帯 日中 (約2時間)

使用人数 2～3名

仕事環境 工事現場

株式会社イノフィス
TEL: 03-5225-1083
Email: support@innophys.jp
Facebook: https://www.facebook.com/innophys.jp/ 

詳しくは https://innophys.jp/ をご覧ください。

生きている限り、自立した生活を実現したい
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お問い合わせ

作業①：重機で下方より運ばれてくる大量の石を取り出し並べてい

く。1個あたり15kg前後の石を扱っている。

作業②：重機から降ろした石を持ち上げtたり、中腰姿勢で転がし

て配置調整を行う。マッスルスーツ®がこの作業をサポートして身体

の負担を軽減する。

三井氏)」 ヤマウラでは様々な土木・建

築工事に携わっていますが、その中での

石積みについては機械化ができないエリ

アと考えています。 「石積みは職人技で

す。今回の現場でも高齢の方が多く担

当していますが、若手の後継者が少ない

状況です。今回はその若手がマッスル

スーツ®を装着していますが、石積みは中

腰姿勢かつ15kg前後の石を扱うため、

本当は高齢の方々に装着してほしいと

考えています。(工事課長三井氏)」

「毎年、石積み工事になるとマッスルスー

ツ®が登場します。今年は昨年と同じ作

業員が担当しているためスムーズに現場

で使用が開始できました。しゃがみ込みや

中腰姿勢、持ち上げなど作業が多岐に

わたるので、空気圧の調整に戸惑う作業

員もいますが、慣れた作業員は自由に歩

き回っています。(工事課長三井氏)」

作業③：ランダムに並べられた石を、石工と呼ばれる石
職人が高さが平らになるように並べていく。最終的に堤防
が平らに出来上がるかどうかはこの石工の腕次第。

重機へ指示を出し、積んでいく石を下から運搬する様子。
河川敷での工事はこのような連続した作業が多く身体を痛
めやすい。


